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さ
れ
た
も
の
よ
り
も
色
鮮
や
か
に

出
土
し
、
こ
の
よ
う
な
瓦
の
発
見

は
、
彩
色
さ
れ
た
も
の
は
数
例
し

か
な
く
線
刻
を
ほ
ど
こ
し
、
見
え

な
い
裏
の
部
分
に
ま
で
彩
色
さ
れ

て
い
る
も
の
は
他
に
例
が
あ
り
ま

せ
ん
。
奈
良
で
は
な
く
当
時
の
地

方
の
寺
院
で
こ
の
よ
う
な
装
飾
を

ほ
ど
こ
せ
る
の
は
、
諸
兄
に
権
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
ま
す
。

　

昨
年
の
調
査
に
引
き
続
き
、
南

都
七
大
寺
に
匹
敵
す
る
立
派
な
寺

院
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

今
後
さ
ら
な
る
調
査
に
よ
り
、
左

大
臣
橘
諸
兄
が
建
立
す
る
に
ふ
さ

土
を
し
た
土
台
）
や
そ
の
基
壇
を

装
飾
す
る
「
凝
灰
岩
（
ぎ
ょ
う
か

い
が
ん
）」、
屋
根
の
垂
木
に
取
り

付
け
装
飾
を
施
す「
垂
木
先
瓦（
た

る
き
さ
き
か
わ
ら
）」、
石
橋
瓦
窯

跡
に
お
い
て
も
発
見
さ
れ
た
、「
軒

丸
瓦（
の
き
ま
る
か
わ
ら
）」「
軒
平

瓦
（
の
き
ひ
ら
か
わ
ら
）」
な
ど

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
昨
年
発
見

さ
れ
た
「
雨
落
ち
」
の
南
側
か
ら

「
石
敷
き
」
と
「
瓦
だ
ま
り
（
穴

を
掘
っ
て
瓦
を
捨
て
る
と
こ
ろ
）」

が
、
さ
ら
に
そ
の
南
西
の
発
掘
現

場
で
は
別
の
「
石
敷
き
」
も
発
見

　

昨
年　

月
よ
り
、
町
教
育
委
員

１１

会
が
進
め
て
い
た
井
手
（
堤
）
寺

跡
の
発
掘
調
査
で
、「
石
敷
き
」
や

様
々
な
「
瓦
」
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
発
掘
は
、
平
成　

年
度

１５

発
掘
を
行
っ
た
南
側
、
井
手
（
堤
）

寺
跡
旧
跡
の
１
８
０ 

を
６
ヶ
所

に
分
け
て
調
査
し
た
も
の
。

　

井
手
（
堤
）
寺
は
奈
良
時
代
井

手
の
地
に
居
を
構
え
た
橘
諸
兄
が

現
在
の
井
手
（
堤
）
寺
跡
付
近
に

建
て
た
と
さ
れ
る
古
代
の
寺
院

で
、
七
堂
伽
藍
（
塔
や
金
堂
）
の

整
っ
た
当
時
の
地
方
寺
院
で
は
大

規
模
な
寺
院
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
周
辺
に
お
い
て
平
成　

年
１３

に
行
わ
れ
た
府
道
和
束
井
手
線
拡

張
に
伴
う
調
査
で
は
、
東
西　

メ
２０

ー
ト
ル
に
わ
た
り
７
本
の
柱
跡

が
、
ま
た
、
平
成　

年
に
は
「
ま

１４

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂
」
の
建

設
に
と
も
な
う
事
前
調
査
に
お
い

て
、
奈
良
大
安
寺
創
建
期
の
瓦
を

焼
い
た
石
橋
瓦
窯
跡
（
栢
ノ
木
遺

跡
）
が
発
見
さ
れ
、
周
辺
一
帯
に

は
埋
蔵
文
化
財
が
ほ
か
に
も
多
数

存
在
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
発
掘
調
査
で

１５

は
、
井
手
（
堤
）
寺
の
建
物
の
礎

石
の
据
え
付
け
跡
や
、
軒
先
の

「
雨
落
ち（
地
面
が
侵
食
さ
れ
る
の

を
防
ぐ
石
敷
き
）」
や
、
建
物
の
基

壇
（
建
物
を
建
て
る
た
め
の
盛
り

㎡

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
石
敷

き
」
は
幅　

〜　
　

の
石
約

３０

４０
cm

２
１
０
個
余
り
が
並
べ
ら

れ
、「
建
物
を
つ
な
げ
る
石
敷

き
（
石
畳
）」
あ
る
い
は
「
庭

園
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
奈

良
の
飛
鳥
寺
や
本
薬
師
寺
で

も
同
様
の
遺
物
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
な
る
調
査
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
瓦
だ
ま
り
」
周
辺

か
ら
は
昨
年
も
発
見
さ
れ

た
、
多
数
の
「
軒
丸
瓦
」「
軒

平
瓦
」
を
は
じ
め
染
色
さ
れ

た
「
垂
木
先
瓦
」
も　

片
見

１７

つ
か
り
、
そ
の
種
類
は
３
種

類
以
上
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
垂
木
先
瓦
は
昨
年

出
土
と
同
じ
く
、
線
刻
が
ほ

ど
こ
さ
れ
褐
色
や
緑
の
釉
薬

で
色
付
け
さ
れ
、
昨
年
発
見
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わ
し
い
寺
院
の
姿
が
浮
か
び
上
が

る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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宇
田
川
飛
雄
馬　

亀
田
優
作

仁
木
崇　

岡
田
淳　

木
村
多
加
志

森
田
肇　

小
川
督　

寺
島
雄
一

西
島
健
悟　

大
谷
友
次
郎

谷
田
真
紀　

岩
田
正
人

奥
田
祐
一　

寺
村
勝
彦

村
田
智
之

前
田
恭
利　

乾
浩
朗　

大
西
正
晃

笠
原
功
治　

平
尾
宏
信

寺
村
幸
治　

村
田
智
史

�
�
�
�

古
川
隆
彦　

山
之
内
輝
彦

永
田
勇
輝　

柴
田
昇　

脇
田
英
訓

尾 

友
紀　

木
村
博
高

薮
田
直
樹　

八
木
剛
司

大
西
康
司

て
井
手
分
署
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
今
後
も
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
た
め
に
各
種
訓
練
に
精

進
し
、
住
民
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
日
々
努
力
し

て
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
さ
れ
た
あ

と
、
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
状
授

与
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
ひ
ん

か
ら
は
、
府
知
事
代
理
の
奥
原
山

城
広
域
振
興
局
長
を
は
じ
め
木
田

町
議
会
議
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
受
賞
者
を

代
表
し
て
松
尾
昌
利
さ
ん
か
ら
、

表
彰
に
対
す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
１
・
２
分
団
の
消

防
団
員
と
井
手
分
署
員
に
よ
る
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
、
冬
空
に
勢
い

よ
く
７
本
の
水
柱
が
上
が
り
、
出

初
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。 《
敬
称
略
》

��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
　

村
田
吉
男

�
�
�
　

綱
田
貞
二

�
�
�
　

松
尾
昌
利

�
�
�
　

村
田
忠
文　

古
川
和
男

　
　
　
　

阿
辻
康
雄　

藪
田
泰
彦

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

村
上
誠　

古
川
貴
也　

吉
村
正
一

柴
田
和
之　

小
川
英
人　

宮
本
誠

脇
本
忍　

木
田
昭
弘　

八
木
昌
司

篠
田
繁
彦

�
�
�
�

中
谷
忠
樹　

上
島
大
輔　

小
川
督

出
席
の
も
と
整
然
と
し
た
分
列
行

進
か
ら
出
初
式
が
は
じ
ま
り
、
村

田
団
長
以
下
約
２
０
０
人
の
消
防

団
員
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
員　

人
に
続
き
、
ポ
ン
プ
車
等

１５

　

台
も
入
場
し
ま
し
た
。

１５
　

式
で
は
、
汐
見
町
長
か
ら
「
元

気
は
つ
ら
つ
な
分
列
行
進
を
拝
見

し
大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
昨

年
は
、
全
国
で
台
風
や
豪
雨
被
害

で
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

土
砂
災
害
や
河
川
決
壊
は
天
井
川

の
多
い
本
町
に
と
っ
て
は
、
起
こ

っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
先
頭
に
立
つ
の

は
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
で
す
」
と

式
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
村
田
団
長
か
ら
「
昨

年
は
、
消
防
操
法
大
会
で
府
内
第

５
位
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
団
員
の
結
束
、
そ
し

�
�
�
�
�
�
�
�
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恒
例
の
井
手
町
消
防
団
（
村
田

吉
男
団
長
＝
団
員
２
５
０
人
）
に

よ
る
出
初
式
が
、
１
月
９
日
（
日
）

泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
町
内
外
か
ら
約　

人
の

８０

来
ひ
ん
を
は
じ
め
、
汐
見
町
長
の

���������	
�

� � � � � � �� � � � � � �

������
�����
����

�������
����

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
行
わ

れ
、
参
加
者
は
日
ご
ろ
の
運
動
不

足
解
消
と
自
ら
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
に
と
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

　

駅
伝
は
自
然
休
養
村
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
府
道
上

狛
城
陽
線
を
南
下
、
山
城
勤
労
者

福
祉
会
館
や
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
を
経
て

南
区
の
端
で
折
り
返
し
、
再
び
山

城
勤
労
者
福
祉
会
館
を
経
て
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
く
る
、
町
内

１
周
５
区
間　

・
９
キ
ロ
の
コ
ー

１２

ス
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
駅

�
�
�
�
�
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１
月　

日
（
日
）、
井
手
町
体
育

１６

協
会
（
奥
田
武
彦
会
長
）
主
催
の

第　

回
町
民
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
と

１３
第　

回
町
民
駅
伝
大
会
が
行
わ

２０
れ
、
発
着
点
の
自
然
休
養
村
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
に
は
約
３
０
０
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
開
会
式
の
あ
と
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
大
会
が
多
賀
地
区
の
約
２��������	
�����

��������	
������
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伝
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
地
区
の
部
】

①
東
部
区
②
上
井
手
区
③
西
部
区

【
一
般
の
部
】

①
井
手
小
学
校
教
職
員
②
上
井
手

な
か
よ
し
チ
ー
ム
③
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｉ
ハ
ッ
ス
ル
チ
ー
ム
④
Ｗ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｙ
Ｕ

【
中
学
生
以
下
の
部
】

①
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
②
中
学

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
③
中
学
校
野

球
部
Ａ
④
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｂ

⑤
井
手
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Ａ
⑥
Ｉ
Ｄ
Ｅ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
⑦
中
学

校
野
球
部
Ｂ
⑧
Ｙ
ｕ
ｕ
Ｙ
ｕ
ｕ
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
⑨
多
賀
キ

ン
グ
ス
⑩
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
Ａ
⑪
井
手
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
Ｂ

⑫
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

Ｂ◎
区
間
賞
（
敬
称
略
）

一
区
（　

㎞
）

２．７

　

脇
本
篤
志
（
東
部
区
）

二
区
（　

㎞
）

３．２

　

乾
健
人

　
（
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
）

三
区
（　

㎞
）

２．１

　

森
川
晃
輔

　
（
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ
）

四
区
（　

㎞
）

２．５

　

国
本
光
浩
（
東
部
区
）

五
区
（　

㎞
）

２．４

　

今
西
翔
太

　
（
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
）
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　　　　��������

合
は
、
３
月　

日
以
降
に
役
場
衛

１７

生
課
窓
口
に
て
更
新
手
続
き
を
行

っ
て
い
ま
す
。
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＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
課

（
℡　

―
２
０
０
１
）
ま
で

８２

　

平
成　

年
３
月　

日
で
国
民
健

１７

３１

康
保
険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

が
切
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更

新
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
一
般
被
保
険
者
証
は
「
あ
さ

ぎ
色
」、
退
職
被
保
険
者
証
は
「
藤

色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は

左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、

旧
保
険
証
と
印
か
ん
（
認
印
）
を

持
参
の
う
え
各
地
区
指
定
の
更
新

場
所
に
必
ず
お
越
し
下
さ
い
。

※
指
定
し
た
日
に
来
ら
れ
な
い
場

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会
計

１６

補
正
予
算
（
第
３
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
国
民
健
康

１６

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業

１６

会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
地
区

１６

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
回
）

▼
平
成　

年
度
井
手
町
公
共
下
水

１６

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

○
報
告

▽
平
成　

年
度
城
南
土
地
開
発
公

１６

社
（
第
１
回
）
補
正
事
業
計
画

に
関
す
る
報
告

３
件
の
意
見
書　

可
決

○
諮
問

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
件

※　

月
定
例
町
議
会
で
の
人
権
擁

１２
護
委
員
推
薦
者
は
次
の
方
で
す

●
人
権
擁
護
委
員

　

市
場
和
男
（
北
部
区
）

例
制
定
の
件

▼
井
手
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
の

件
▼
井
手
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

の
件

▼
井
手
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

事
業
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
の
件

▼
井
手
町
営
土
地
改
良
事
業
（
平

成　

年
災
害
復
旧
事
業
）
の
実

１６
施
に
つ
い
て

　
　

月
定
例
町
議
会
は
、　

月　

１２

１２

１０

日
か
ら　

日
ま
で
開
か
れ
、
７
人

２２

の
議
員
か
ら　

件
の
一
般
質
問
が

１５

行
わ
れ
、
平
成　

年
度
井
手
町
一

１６

般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）
な

ど　

件
の
議
案
、
１
件
の
諮
問
な

１７
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ

も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案
可

決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
定
例
町
議
会
で
可
決
成
立

１２
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
平
成　

年
度
井
手
町
一
般
会

１５

計
、
特
別
会
計
「
国
民
健
康
保

険
、
多
賀
地
区
簡
易
水
道
、
老

人
保
健
、
介
護
保
険
、
公
共
下

水
道
」
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の

件
▼
平
成　

年
度
井
手
町
水
道
事
業

１５

会
計
決
算
認
定
の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
井
手
財
産

１５

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

▼
平
成　

年
度
井
手
町
多
賀
財
産

１５

区
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

▼
井
手
町
法
定
外
公
共
物
管
理
条
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����������
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◆平日・夜間の年金相談
●２月１４日（月）、２１日（月）
　３月７日（月）、１４日（月）、
　　　２２日（火）、２８日（月）
▽受付時間　午後５時～７時
▽受付事務所　京都南社会保険事務
所（京都市伏見区竹田七瀬川町８
‐１）
　℡０７５‐６４３‐３５４１
◆休日の年金相談
●２月１９日（土）、２０日（日）
　３月１２日（土）、１３日（日）
▽受付時間　午前９時～午後４時
▽受付事務所　宇治年金相談センタ
ー（宇治市広野町西浦５４‐２）

　℡０７７４‐４３‐１５１１
＊年金手帳をご持参ください（持参
できない場合は、身分証明書をご
持参ください）
＊代理の場合は委任状が必要です。
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平
成
１７
年
２
月
よ
り
、

町
内
の
「
し
尿
収
集
区
域
番

号
」
及
び
「
収
集
区
域
」
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
一
部
地
域

は
「
場
所
」
に
よ
り
収
集
日
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
し
尿
処
理
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
城

南
衛
生
管
理
組
合
（
℡
０７５
―
６３１
―
５１７１

）、
衛
生
課
（
℡
８２
―
２００１

）
ま
で
。
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南
部
区
の
起
・
平
山
は
、
上
井
手
区
と
同

じ
収
集
日（
区
域
）で
す
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11

12

13

14

15

石
垣
区
の
一
部
は
、玉
川
・
府
道
上
狛
城
陽
線
に
よ

り
収
集
日（
区
域
）が
異
な
り
ま
す

田
村
新
田
区（
有
王
）は
、玉
水
区
と
同
じ

収
集
日（
区
域
）で
す



�������������

定
し
ま
し
た
。

《
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
》

日
時
／
３
月　

日
（
火
）

２２

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
３
月　

日
（
木
）

２４

＊
受
付
／
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

２
時　

分
４５

＊
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

※
３
月　

日
に
満
３
ヶ
月
を
過
ぎ

２４

て
い
る
お
子
さ
ん
で
未
接
種
の
方

は
こ
の
機
会
に
必
ず
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。平
成　

年
４
月
１
日
以

１７

降
に
な
る
と
、
生
後
６
ヶ
月
以
上

の
方
は
任
意
接
種（
有
料
）と
な
り

ま
す
。ま
た
、
該
当
さ
れ
る
方
に

は
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り
個
別
通
知

し
ま
す
が
、
３
月
１
日
を
過
ぎ
て

も
通
知
が
な
い
場
合
は
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡　

―
３
３
８
５
）
ま
で

８２

山
城
北
保
健
所
難
病
相
談

（
神
経
系
）に
つ
い
て

日
時
／
２
月　

日
（
火
）

２２

受
付
／
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

（
宇
治
市
宇
治
壱
番
１
３
４
―
１
）

対
象
／
神
経
系
難
病
及
び
そ
の
疑

い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

※
神
経
系
難
病
と
は
…
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
、多
発
性
硬
化
症
、脊
髄
小

脳
変
性
症
、重
症
筋
無
力
症
な
ど

＊
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

山
城
北
保
健
所
（
℡　

―
２
９
１

２１

１
）
ま
で

結
核
予
防
法
の
改
正
に
伴
う

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
の
実
施
に
つ
い
て

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
乳
幼
児
が
結
核
菌
に

感
染
し
た
場
合
の
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
の
予
防
接
種
で
す
。

　

結
核
予
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成　

年
４
月
か
ら
、
乳
幼
児
の

１７

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
方
法
・
対
象
が
変

わ
り
ま
す
。

①
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
廃

止
さ
れ
て
Ｂ
Ｃ
Ｇ
直
接
接
種
に
な

り
ま
す
。

②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
受
け
ら
れ
る
期
間
が

変
わ
り
ま
す
。

▽
現
行　

４
歳
未
満
ま
で

▽
改
正
後（
平
成　

年
４
月
以
降
）

１７

　

生
後
６
ヶ
月
ま
で

　

こ
の
た
め
、
４
歳
未
満
で
Ｂ
Ｃ

Ｇ
未
接
種
の
お
子
さ
ん
は
平
成　
１７

年
３
月
ま
で
に
接
種
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
年
間
日
程
表
で

１６

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
接
種

予
定
日
は
終
了
し
て
い
ま
す
の

で
、
接
種
す
る
機
会
を
新
た
に
設

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
農
地
を
売
買
し
た
い
と
き

�
農
地
を
貸
し
借
り
し
た
い
と
き

�
農
地
を
転
用
（
開
発
）
し
た
い

と
き

�
農
地
に
客
土
す
る
と
き

�
農
地
の
形
状
を
変
更
す
る
と
き

�
農
地
に
農
業
用
倉
庫
を
建
て
る

と
き

�
農
地
を
工
事
現
場
に
貸
す
と
き

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員

会（
産
業
課
内
℡　

―
２
０
０
１
）

８２

ま
で

の
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
法
律

に
基
づ
い
て
業
務
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
法
律
と
は
別
に
、
農
家
が

安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
ル
ー
ル

と
し
て
、
農
業
委
員
会
に
提
出
を

お
願
い
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

自
分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
無
断
で
転
用
し
た
り
す
る
行

為
は
、
周
囲
の
迷
惑
や
紛
争
の
も

と
に
な
り
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
農
業
委
員

�
�
�
�
�

　

農
地
に
は
「
農
地
法
」
や
「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
な
ど
の
法
律
で
、
土
地
利
用
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テーマ／JR奈良線沿線の魅力
JR奈良線沿線の四季の風景・自
然・風物・イベント等（京都
市・奈良市・宇治市・城陽市・
井手町・山城町・木津町・宇治
田原町）で撮影したものに限り
ます
サイズ／４ツ切りのみ（デジタ
ルカメラ可・組写真不可・ワイド
不可）
応募方法／作品の裏に『タイトル・撮影場所・住所・氏名・連絡先』を
記入したものを貼付の上、下記の応募先まで持参または郵送してくださ
い。
応募締切／２月２８日（月）必着
応募先・お問い合わせ／
〒６１０―０３０２　京都府綴喜郡井手町井手南玉水６７
井手町企画財政課内　JR奈良線複線化促進協議会事務局
TEL　０７７４―８２―５２１２
賞／最優秀賞５万円（１点）・優秀賞２万円（３点）・入賞（各市町村の特産
品１６点）
＊入賞作品は３月２２日（火）～２７日（日）の間、京都駅において展示します
応募上の注意／
�応募点数は１人３点まで、未発表のものに限ります
�応募作品は返却しません
�応募作品は主催者が印刷物で使用することがあります（応募作品の版
権は主催者に属します）
�入賞者にはネガ・ポジ・データを提出していただきます（提出されな
い場合は、入賞辞退とみなします）
�審査は主催者側で行います
�審査についての問い合わせには応じませんのでご了承ください
主催／JR奈良線複線化促進協議会（京都市・奈良市・宇治市・城陽市・
井手町・山城町・木津町・宇治田原町）



　　　　���������

　

少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は
お

正
月
を
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
か
？
も
ち
ろ
ん

私
も
楽
し
い
お
正
月
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
は
Ａ
Ｅ
Ｔ
と
し
て
小
中
学
校
で
英
語
指
導

を
行
う
ほ
か
、
国
際
交
流
を
図
る
た
め
定
期
的

に
保
育
園
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

先
週
、
玉
川
保
育
園
で
は
、
園
児
た
ち
が
私

の
た
め
に
歌
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

お
正
月
の
遊
び
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

ゲ
ー
ム
と
は
日
本
の
伝
統
的
な
正
月
遊
び
の
福

笑
い
で
し
た
。
目
隠
し
を
し
た
人
が
、
目
・
口
・

鼻
・
髪
な
ど
を
ボ
ー
ド
の
上
に
置
い
て
い
き
、

鬼
の
顔
や
福
の
神
の
顔
を
作
っ
た
り
す
る
ゲ
ー

ム
で
す
。
園
児
た
ち
と
一
緒
に
私
も
挑
戦
し
て

み
ま
し
た
。
と
っ
て
も
お
か
し
な
顔
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
英
語
で
数
遊
び
を
し
ま
し
た
。

私
が
英
語
で
数
を
言
う
と
園
児
た
ち
は
そ
の
数

の
人
数
で
輪
を
作
り
ま
す
。
園
児
た
ち
は
、
日

本
語
は
も
ち
ろ
ん
英
語
で
も
数
が
数
え
ら
れ
る

の
で
す
。

　

多
賀
保
育
園
で
も
園
児
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ

と
を
し
ま
し
た
。
日
本
の
「
雪
や
こ
ん
こ
ん
」

と
い
う
歌
を
英
語
に
訳
し
て
歌
っ
た
り
、「
コ
マ

ま
わ
し
」
を
し
ま
し
た
。
日
本
の
「
コ
マ
ま
わ

し
」は
ひ
も
を
使
っ
て
コ
マ
を
ま
わ
し
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
の
「
コ
マ
ま
わ
し
」
は
日
本
の
コ
マ

よ
り
小
さ
く
、
手
で
ま
わ
し
ま
す
。
今
回
初
め

て
日
本
の
「
コ
マ
ま
わ
し
」
に
挑
戦
し
た
の
で

す
が
、
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、

「
羽
根
突
き
」を
し
ま
し
た
。
小
さ
な
木
の
板
で

小
さ
な
硬
い
石
の
よ
う
な
も
の
が
つ
い
た
羽
根

を
打
つ
光
景
は
、
日
本
ス
タ
イ
ル
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
「
羽

根
突
き
」
を
す
る
の
も
初
め
て
で
、
普
通
の
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い

難
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
園
児
た
ち
に
は

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
コ
マ
ま
わ
し
」も「
羽

根
突
き
」も
み
ん
な
と
っ
て
も
上
手
な
の
で
す
。

本
当
に
す
ご
い
で
す
。

　

私
は
、
保
育
園
を
訪
問
す
る
の
が
大
好
き
で

す
。
彼
ら
に
英
語
を
教
え
る
の
は
と
っ
て
も
楽

し
い
で
す
。
彼
ら
は
い
つ
も
私
を
楽
し
ま
せ
、

幸
せ
な
気
分
に
し
て
く
れ
ま
す
。
彼
ら
は
私
に

と
っ
て
〝
グ
レ
イ
ト
・
リ
ト
ル
・
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
〞
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

《
Ａ
コ
ー
ス
》
初
心
者
向
け
コ
ー
ス
「
基
本
的
な

こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
」

日
時
／
２
月　

日
（
火
）、
３
月
１
日
（
火
）・

１５

　
　
　
　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

１５

２９

《
Ｂ
コ
ー
ス
》
中
級
者
向
け
コ
ー
ス
「
自
分
で
い

い
た
い
こ
と
を
英
語
で
」

日
時
／
２
月　

日
（
火
）、
３
月
８
日
（
火
）・

２２

　
　
　
　

日
（
火
）、
４
月
５
日
（
火
）

２２

場
所
／
い
ず
れ
も
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

２
Ｆ

定
員
／
各
コ
ー
ス　

名
程
度

２０

対
象
／
町
内
在
住
在
勤
者
で　

歳
以
上
の
方

１８

講
師
／
英
語
指
導
助
手
ジ
ョ
ン
・
ラ
イ
ス
さ
ん

＊
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課（
℡　

‐
４
３
３
３
）ま
で

８２

�

�

�

�

�����������������������������������������������������������

�����������������������������������������������������������
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　本年は、戦後６０年、「同対審」答申がだされて４０年、部落地名総監発覚３０年という節目の年に当たります。
　そういった中で、今回も「見つめよう私たちの歴史、育てよう私たちの文化」をメインテーマとして開催さ
れます。解放文化祭は、１９８６年（昭和６１年）に「先人たちの苦闘・苦難の歴史や文化的伝統遺産から学び、誇
りうる文化を創造し、文化活動を通じて同和問題を解決していくため、部落解放への教育や地域における文化
の進展を図り、人権交流センター（旧隣保館）や児童館の取り組みを発表する場」として企画されました。
　今回で解放文化祭も１９回を数え、昨年では記念講演として、ソプラノ歌手の渡辺千賀子さんの『ちいさな手
のひらコンサート』という講演会の他、地元バンド演奏、町内３保育園児による舞台発表、大正琴・マンドリ
ン等の演奏、演歌舞踊、太極拳等の披露、人権交流センター・児童館で取り組んでいる教室や小・中学校等の
作品も展示され、数多くの人々に楽しんでもらいました。
　開催については、一昨年より中身はそのままに１日の開催とな
りましたが、より充実したものとなるよう解放文化祭の取り組み
を進めています。
　解放文化祭を通して「人権」についての理解と認識を深めても
らえるよう実行委員が知恵をしぼって本年もさまざまな催し物が
企画されています。ぜひご参加ください。
《第１９回解放文化祭》
日時／３月１３日（日）午前１０時～午後３時半
場所／いづみ人権交流センター
＊お問い合わせは、いづみ人権交流センター（℡８２―３３８０）まで
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＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
車
い
す
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
》

日
時
／
２
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

１９

講
師
／
ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
車
い
す

ダ
ン
ス
普
及
会
上
京
支
部
の
皆
さ
ん

＊
場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
℡　

―
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
も
ち
つ
き
》

日
時
／
２
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１６

場
所
／
玉
泉
苑

《
交
通
安
全
教
室
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
》

日
時
／
３
月　

日
（
水
）

１６

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害

６０

の
あ
る
方

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

１０

だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
金
）

１８

　
　
　

３
月
３
日
（
木
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／　

歳
以
上

４０子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
１
歳
半
健
診
》

講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
火
）

２２

　
　
　

３
月
８
日
（
火
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

日
時
／
２
月　

日
（
土
）

２６

　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体
育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　
８２

―
４
１
１
２
）
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
大
正
琴
》

日
時
／
２
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１８

２５

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
２
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１８

２５

　
　
　

３
月
４
日
（
金
）・　

日
（
金
）

１１

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
》

日
時
／
２
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜

２４

　
　
　

３
月
３
日
（
木
）・　

日
（
木
）

１０

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

１０

持
ち
物
／
筆
・
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
用
絵
の
具
・

材
料

《
手
芸
》

日
時
／
２
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

２１

２８

　
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
半
〜

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
２
月　

日
（
火
）

１５

　
　
　

３
月
１
日
（
火
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜

の
お
子
さ
ん
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
を
促
進
す

る
た
め
、
就
学
に
要
す
る
経
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
象
／
新
高
校
１
年
生
で
入
学
支
度
金
支
給
対

象
者
の
み
受
付

期
限
／
２
月　

日
（
木
）

２４

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
福
祉
課
（
℡　

―
８２

２
０
０
１
）
ま
た
は
、
府
山
城
北
保
健
所
綴

喜
分
室
（
℡　

―
５
７
４
７
）
ま
で

６３

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
予
防
の
た
め
に 

鶏
や
ア
ヒ
ル
な
ど
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
予
防
の

た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
下
さ
い
。
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高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情

報
は
、『
京
都
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て
』

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.kyo

to
.jp
/to
riin
f/

（ 
   
    
 
 
  
       
  
   
   
    
  

in
d
ex.h
tm
l

  
 
    
  
 
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」か
ら
の
お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


（
１
時
間
程
度
）

●
多
賀
方
面

日
時
／
２
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

１９

　
（
多
賀
小
学
校
集
合
）

●
井
手
方
面

日
時
／
２
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

２６

　
（
井
手
小
学
校
集
合
）

案
内
／
井
手
町
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
土
）
午
前
９
時
半
〜

１９

場
所
／
井
手
小
学
校

対
象
／
井
手
町
在
住
の
小
・
中
学
生

＊
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
℡　

―
５
７
０
０
）
ま
で

８２

＊
小
中
学
生
は
学
校
で
も
申
込
可

平
成　

年
度
高
等
学
校
奨
学
金
の

１７

支
給
に
つ
い
て

　

低
所
得
世
帯
（
市
町
村
税
非
課
税
で
母
子
・

父
子
・
児
童
・
障
害
者
・
長
期
療
養
者
世
帯
）
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◎
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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住
民
税
の
申
告
受
付
は
、
町
職
員
が
各
地
区

に
出
張
し
て
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
日
程
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
住
民
税
の
申
告
期
限
は
３
月　

日
（
火
）
で

１５

す
。

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け
れ
ば
、
課
税
証

明
や
所
得
証
明
書
の
交
付
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
住
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年
間
の
収
入
を
も

う
一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

主
な
収
入
・
所
得
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と
し
て
貸
し
た
場

合
の
収
入
。

�
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
等
の
収
入
。

�
�
�
�
�

�
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付
け
た
お
金
の
利

子
。

�
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共
済

年
金
）
の
収
入
。

�
�
�
�
�
�

�
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

◎
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は
２
月　

日
（
水
）

１６

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜

日（
月
４
回　

第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第

２
は
賀
泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５

月
曜
日
と
祝
祭
日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設

し
ま
せ
ん
）

＊
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

　

―
３
４
９
９
）
ま
で
。

８２

�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
火
）

２２

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
２
月　

日
（
月
）

２８

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

�
�
�
�
�
���
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
２
月　

日
（
水
）

１６

　
　

午
前
９
時
半
〜　

時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　
８２

―
３
３
８
５
）
ま
で

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

�
�
�
�
�

��

　

今
年
も
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済

み
で
す
か
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
自
ら
が
一

年
間
の
所
得
と
税
金
を
計
算
し
、
申
告
・
納
税

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
申

告
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
り
、
間
違

っ
た
申
告
を
さ
れ
ま
す
と
あ
と
で
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞
税
も

納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
時
／
３
月
７
日
（
月
）

　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
１
歳
６
ヶ
月
〜
１
歳
８
ヶ
月
児（
Ｈ　

・
１５

７
・　

か
ら
Ｈ　

・
９
・
７
生
ま
れ
）

１２

１５

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
３
月
４
日
（
金
）

　
　

受
付：

午
後
１
時
〜
１
時
半

対
象
／
３
歳
５
ヶ
月
〜
３
歳
８
ヶ
月
（
Ｈ　

・
１３

７
・
４
か
ら
Ｈ　

・　

・
４
生
ま
れ
）

１３

１０

�
�
�
�
���
�
�
�
	

《
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷

風
）》

日
時
／
２
月　

日
（
火
）

１５

　
　
　

３
月　

日
（
火
）

１５

�
第
一
期
初
回
は
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
ま
で

に
３
回
接
種
、
出
来
る
だ
け
４
歳
ま
で
に
完

了
し
て
く
だ
さ
い
。

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
、

１
年
〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

＊
受
付
／
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い

＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず

読
ん
で
く
だ
さ
い

各
種
相
談

�
�
�
�
���
�
	


�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

２１

２８

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
２
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１４

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２８

か
ら
３
月　

日
（
火
）
ま
で
で
す
。

１５

※
土
・
日
曜
日
は
閉
庁
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
宇
治
税
務
署
で
は
、
２
月

　

日
（
日
）・　

日
（
日
）
の
２
日

２０

２７

間
は
確
定
申
告
の
相
談
、
申
告
書

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
税

が
か
か
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
２
月　

日
（
月
）

２８

　
　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　
（
相
談
受
付
の
締
め
切
り
は
午
後

３
時
で
す
）

場
所
／
役
場
３
階
会
議
室

※
毎
年
、
申
告
期
限
が
間
近
に
な
り

ま
す
と
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、

十
分
な
ご
相
談
が
で
き
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

��������	
���������������������

住民税申告相談日
�����������

������������������������

������������������
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���������

��������	
�
���������	

���������

��������
�����

�������������
��� ���������

�����������������

������������������������
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☆�
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�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�

「
小
町
お
ん
だ
ら
」 

　

諸
田
玲
子

「
九
月
が
永
遠
に
続
け
ば
」

 

　

沼
田
ま
ほ
か
る

「
吐
き
た
い
ほ
ど
愛
し
て
る
」
新
堂
冬
樹

「
エ
リ
カ
」 

　

小
池
真
理
子

「
背
の
眼
」 

　

道
尾
秀
介

「
も
も
こ
の　

世
紀
日
記　

４
」

２１

No

 

　

さ
く
ら
も
も
こ

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

　

月
〜
３
月　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
２
月
７
・　

・　

・　

・　

・　

日

１４

１５

２１

２４

２８

�
３
月
７
・　

・　

・　

・　

・　

日

１４

２２

２３

２８

３１

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
一
人
３
点
、
１
週
間

「
約
束
の
河
」 

　

堂
場
瞬
一

「
火
を
喰
う
者
た
ち
」

 

　

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
モ
ン
ド

�
�
�
�

「
ま
ぼ
ろ
し
の
デ
レ
ン
」 　

関
屋
敏
隆

「
め
ざ
め
の
も
り
の
い
ち
だ
い
じ
」

 

　

ふ
く
ざ
わ
ゆ
み
こ

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

３
月　

日
（
土
）

１２

午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

２
月　

日
（
土
）

１９

３
月　

日
（
土
）

１９

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
》

２
月　

日
（
月
）　

時
〜

２１

１０

場
所
／
玉
川
保
育
園

上
演
／
京
田
辺
市
立
普
賢
寺
児
童
館
の

先
生

対
象
／
０
歳
〜
２
歳

姉妹　吉村達也
山あいの淋しい一軒家で、
姉妹の母は死んだ。しかし
姉のスミは、なぜか母の死
に関する記憶を失っている。
想像を絶する母の死の恐ろ
しい真実…。あのドリーム
ワークスが、史上最高額で
リメイク権を獲得した韓国
映画『箪笥』の謎はすべて
この小説で明らかになる。

鼠、江戸を疾る
赤川次郎
江戸の町でうわさの盗賊
「鼠」。その正体は「甘酒屋
次郎吉」と知られる遊び人。
妹で小太刀の達人・小柚と
ともに、次郎吉は江戸の町
の様々な事件を解決してい
く…。著者初の時代小説。
『野生時代』連載を単行本化。

ランランらくご　ろくろ首
斉藤　洋
お嫁さんがほしいと言い出
した与太郎。ところが、お
嫁さんには病気があって、
夜中に首が…。お話の面白
さを中心に、落語の世界を
大胆にアレンジ。表題作の
ほか「うそつき弥次郎」「夏
の医者」のゆかいな物語全
３編を収録。

きょうはこどもを
たべてやる！
ドロテ・ド・モンフレッド
なかよしの親子のワニ
たちの好物は、ほっぺ
がとろけるほどあまー
いバナナ。ところがある
朝、「今日は人間のこど
もを食べるんだ。」と宣

�

�

�

�

�����������������������������

�����������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
事
情
が
あ
っ
て
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
未
納
の
ま
ま
放
っ

て
お
く
と
、
老
後
の
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
一
の
と
き
の

年
金
も
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
例
制
度
や

免
除
制
度
な
ど
を
利
用
し
て
い
れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
も

保
障
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
学
生
の
保
険
料
納
付
特
例
制
度
》

　

前
年
の
所
得
が　

万
円
以
下
の
学
生
は
申
請
し
て
認
め

６８

ら
れ
る
と
保
険
料
を
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

《
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
》

▽
全
額
免
除

　

決
め
ら
れ
た
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
届
出
や
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
全
額
が
免
除
に
な
り
ま
す

▽
半
額
免
除

　

き
め
ら
れ
た
要
件
に
あ
て
は
ま
る
と
申
請
に
よ
り
半
額

が
免
除
、
半
額
納
付
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
半
額
納

付
の
際
、
１
年
分
や
半
年
分
な
ど
を
ま
と
め
て
前
納
す
る

と
保
険
料
が
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�

《
平
成　

年
４
月
か
ら　

歳
未
満
の
人
の
保
険
料
納
付
特

１７

３０

例
制
度
が
始
ま
り
ま
す
》

　
　

歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者
本
人
と
配
偶
者
の
所
得

３０
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
を
後
か
ら

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
特
例
や
免
除
期
間
分
の
保
険
料
は　

年
以
内
で
あ
れ
ば

１０

後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
後
か
ら
納
め
れ
ば
、

老
後
の
年
金
を
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
承
認
か
ら
一
定
期
間
を
過
ぎ
て
納
め
る
場
合
は
当

時
の
保
険
料
に
加
算
が
つ
き
ま
す
。

言したちびワニのアチーユ。心配する両親を尻目に、
意気揚々と出かけていきますが…。
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※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場衛生課（TEL０７７４-８２-２００１）まで。
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▼炊飯ジャーはできるだけ
保温機能を使わないように。
炊飯ジャーはできるだけ保温
機能を使わず、必要なときに
加温するようにしましょう。

▼洗濯機を効率的に
使用しましょう。
洗濯機を使用する際には、す
すぎ前の脱水、適正量での洗
濯に心がけ、効率的な使用に
努めましょう。

家庭・オフィスでできる　省エネ

※し尿に関するお問い合わせは、
　城南衛生管理組合（TEL０７５-６３１-５１７１）まで。

�����������������

����その他の日
�収集時や破砕に事故が
　発生していますので、
　分別収集します。
�必ず使い切ってから出
　すようにしましょう。
���（その他のごみと
　は別袋にすること。）

 ������ 
����その他の日
���������中身の見える袋に入れて下さい
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署

����
��
������
����

～井手町自然～井手町自然
ガイドブックから～ガイドブックから～

��������

���：ヒラタケ科
◆��：カンタケ
���：晩秋～冬

　傘は径５～１５センチメート
ルで、ひだは白から灰色をし
ています。晩秋から春にかけ
て、広葉樹（まれに針葉樹）
の枯れ木や切り株に発生しま
す。「寒茸（かんたけ）」とい
う別名もあります。食用にな
り、広く人工栽培もされてい
ます。一般には「しめじ」と
いう名で売られています。
　井手町でも、ケヤキ、エノ
キ、ムクノキなどの枯れ木で
よくみつかります。
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